
人　　　　口

◆横浜市と磯子区の人口の推移

※昭和２～９年は公簿調査による戸籍人口、昭和10年以降は国勢調査及び推計人口調査によります。
　ただし、昭和５年は国勢調査、昭和16、23年は常住人口調査、昭和19～21年は人口調査によります。

※各年10月１日現在。ただし、昭和２～４年、６～９年は12月31日現在、昭和18年は12月１日現在、昭和
　19年は２月22日現在、昭和20年は11月１日現在、昭和21年は４月26日現在、昭和23年は８月１日現在。
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◆年齢三区分別人口

◆人口ピラミッド（磯子区）
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結果を基礎に集計
された「横浜市人
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値とは一致しませ
ん。〕
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た「横浜市人口ニュース」の数値とは一
致しません。〕
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増加しているよ。
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※　　　は平成14年９月30日現在
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（昭和22年～24年
生まれ）、第二次（昭
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れ）ベビーブームの
世代の方が
多いね
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　年齢15歳～49歳の年齢５歳階級ごとに算出した出生率の合計で、平成12年～23年までの数値を掲載しています。
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〈出生・死亡の推移〉

磯子区では平成23年は
一日あたり、約3.5人生まれて
約４人の方が亡くなっている

ことになるよ。
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◆昼夜間人口比率の推移
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◆区別昼夜間人口比率

100以上

80～100未満

80未満

昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人口
の割合です。100を超えると通
勤・通学等の流入が多く、その
地域に昼間、人が集まっている
ことを示します。磯子区では、
前回調査（平成17年）と比べて3.7
ポイント、市全体で1.1ポイント
上昇しました。
参考：西区　179.7％（全国13位）

中区　166.6％（全国22位）

〔平成22年国勢調査〕

〔各年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は83.8％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。

（平成22年10月１日現在）
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金沢区

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
　　　　　　　　　　（15歳以上）
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（36.3％）

市内の他区 
32,411人
（39.5％）

総　数
56,388人

県外
15,637人
（19.1％）

不詳
3,750人（6.7％）

不詳
3,750人（4.6％）

〔平成22年国勢調査〕 〔平成22年国勢調査〕

◆労働力人口（磯子区）
労働力人口とは、満15歳以上の人口のうち、就業者と完全失業者（就業していないが、

就職活動をしている失業者）の合計のことをいいます。磯子区の労働力人口は５年前と
比べ6.7%も減少（全市１位）しており、市全体でも戦後初めて減少しました。
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※昭和55年以前は、人口50万人以上の大都市などのみが集計・公表されており、磯子区の数字は集計されておりません。

〔各年国勢調査〕

県内の市町村
7,719人
（9.9％）

県内の市町村
7,719人
（9.4％）

自宅外区内 
18,954人
（23.1％）

県内の市町村
7,297人
（12.9％）

自宅で働く人等以外の市内で従業・通学する
人の割合は、磯子区は62.6％（全市52.5％）で
18区中１位だよ。（平成22年10月１日現在）
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総　数
82,017人
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◆昼夜間人口比率の推移
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78.9

昼夜間人口比率（磯子区） 昼夜間人口比率（横浜市）
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栄区

◆区別昼夜間人口比率

100以上

80～100未満

80未満

昼夜間人口比率とは、常住人
口（夜間人口）に対する昼間人口
の割合です。100を超えると通
勤・通学等の流入が多く、その
地域に昼間、人が集まっている
ことを示します。磯子区では、
前回調査（平成17年）と比べて3.7
ポイント、市全体で1.1ポイント
上昇しました。
参考：西区　179.7％（全国13位）

中区　166.6％（全国22位）

〔平成22年国勢調査〕

〔各年国勢調査〕

磯子区の
昼夜間人口比率は83.8％で

横浜市内では
18区中、10番目だよ。

（平成22年10月１日現在）

都筑区
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鶴見区

瀬谷区

神奈川区

西区

中区

保土ケ谷区

戸塚区

磯子区

金沢区

◆磯子区民の通勤・通学先
　　　　　　　　　　（15歳以上）

◆磯子区へ通勤・通学する人の住所
　　　　　　　　　　（15歳以上）
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自宅
3,546人（6.3％）

自宅
3,546人（4.3％）

自宅外区内
18,954人
（33.6％）

市内の他区 
20,471人
（36.3％）

市内の他区 
32,411人
（39.5％）

総　数
56,388人

県外
15,637人
（19.1％）

不詳
3,750人（6.7％）

不詳
3,750人（4.6％）

〔平成22年国勢調査〕 〔平成22年国勢調査〕

◆労働力人口（磯子区）
労働力人口とは、満15歳以上の人口のうち、就業者と完全失業者（就業していないが、

就職活動をしている失業者）の合計のことをいいます。磯子区の労働力人口は５年前と
比べ6.7%も減少（全市１位）しており、市全体でも戦後初めて減少しました。
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※昭和55年以前は、人口50万人以上の大都市などのみが集計・公表されており、磯子区の数字は集計されておりません。

〔各年国勢調査〕

県内の市町村
7,719人
（9.9％）

県内の市町村
7,719人
（9.4％）

自宅外区内 
18,954人
（23.1％）

県内の市町村
7,297人
（12.9％）

自宅で働く人等以外の市内で従業・通学する
人の割合は、磯子区は62.6％（全市52.5％）で
18区中１位だよ。（平成22年10月１日現在）
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◆外国人人口

磯子区
（3,214人）

横浜市
（75,094人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

平成24年９月末日現在

〔横浜市市民局窓口サービス課〕

〔新杉田行政サービスコーナーのご案内〕
　区役所の業務時間外で
も住民票の写しや印鑑登
録証明書、戸籍全部事項
証明書（謄本）などの証明
書の発行を行っています。
証明書の種類や受付日時
によってはその場でお渡
しできないこともありま
すので、事前にご確認く
ださい。
TEL：７７３－２７０１

店　舗

店舗 店舗 店舗 店舗

店
舗

中国
1,451人
（45.1％）

韓国・朝鮮
613人

（19.1％）

フィリピン
307人
（9.6％）

ブラジル
234人
（7.3％）

その他
516人

（16.1％）

中国
31,639人
（42.1％）

韓国・朝鮮
14,373人
（19.1％）

フィリピン
6,584人
（8.8％）

その他
17,558人
（23.4％）

米国
93人（2.9％）

ブラジル
2.660人（3.5％）

米国
2,280人（3.0％）

米国
93人（2.9％）

ブラジル
2.660人（3.5％）

米国
2,280人（3.0％）

人口いろいろ
コラム1

推計人口・・・直前に実施された国勢調査の人口を基に、その後の出生・死亡・転
入・転出数等を加えて推計した人口で、表やグラフ等の資料に「１日
現在」と標記されています。

登録人口・・・住民基本台帳に記載されている人口で、表やグラフ等の資料に「末日
現在」と標記されています。

◆産業別従業者の比率

産　　　　　　業

〔平成21年経済センサス－基礎調査〕

◆従業者規模別事業所比率（磯子区）

〔平成21年経済センサス－基礎調査〕

磯子区
（56,233人）

横浜市
（1,552,882人）

０ 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

　
「第一次産業」自然に働きかけて採取、狩猟を行う農業、牧畜、林業、水産業のこと。
　
「第二次産業」製造業、建設業などの工業生産、また、第一次産業の生産品を材料に

した加工業や地下資源を採取する鉱工業などのこと。
　
「第三次産業」第一次産業や第二次産業に含まれない全業種のことで情報通信業、金

融業、運輸業、小売業、飲食店なども含めたサービス業・塾などの教
育、公益事業などが含まれる。

１人～９人
10人～299人
300人以上
派遣・下請従業者のみ

77.3%

22.0%

0.4%0.4%

総　数
4,508
事業所

第二次産業
14,364人
（25.54％）

第三次産業
41,839人
（74.40％）

第二次産業
265,755人
（17.11％）

第三次産業
1,285,708人
（82.79％）

第一次産業
30人（0.05％）

第一次産業
1,419人（0.09％）

第一次産業
30人（0.05％）

第一次産業
1,419人（0.09％）

沿岸部に集積している製造業が多い等の理由により、全市と比べ第二次産業の割合が
高くなっています。
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